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三
段
滝
は
水
梨
口
か
ら
一
・

八
㌔
、
八
幡
川
が
三
段
を
な
し

て
雄
壮
に
流
れ
落
ち
、
立
体
的

な
造
形
美
を
見
せ
る
景
勝
で
あ

る
。
芸
藩
通
志
な
ど
に
「
三
段
竜

頭
」「
三
級
竜
頭
滝
」
と
載
る
古

く
か
ら
の
名
勝
だ
が
、
峻
険
な

地
形
の
た
め
、
大
正
期
に
道
が

開
か
れ
る
ま
で
、
実
際
に
見
た

１ 

    

 

グ
リ
ー
ン
シ
ャ
ワ
ー
管
理
棟

脇
の
芝
生
に
テ
ン
ト
を
設
置
し

て
開
い
た
「
あ
お
ぞ
ら
教
室
」
で

は
、
さ
ん
け
ん
会
員
で
も
あ
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
西
中
国
山
地
自

然
史
研
究
会
の
佐
久
間
智
子
専

門
員
と
上
手
新
一
さ
ん
が
、
深

入
山
の
植
物
や
昆
虫
の
特
徴
に

つ
い
て
、
午
前
と
午
後
の
二
回
、

解
説
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
山

焼
き
な
ど
深
入
山
の
歴
史
や
価

１ 

                

人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
。 

  
 

 

一
九
一
七
年
十
月
八
日
、
熊

南
峰
は
下
流
側
の
崖
を
よ
じ
登

り
、
滝
全
体
を
見
渡
せ
る
欅
（
ケ

ヤ
キ
）
の
た
も
と
か
ら
初
の
写

真
撮
影
に
成
功
し
た
。
欅
は
今

１ 

 
 

  
 

値
を
知
ら
な
か
っ
た
。
大
切
に
し

た
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。 

 

「
保
護
活
動
」
で
は
、
ゴ
マ
シ

ジ
ミ
が
発
生
す
る
場
所
の
周
囲

二
百
㍍
に
約
二
十
人
の
参
加
者

が
杭
を
打
っ
て
ロ
ー
プ
を
張
っ

た
。
寄
主
ア
リ
の
巣
を
踏
圧
か
ら

守
り
、
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
の
産
卵
場
所

に
な
る
ワ
レ
モ
コ
ウ
の
保
護
が

目
的
。
親
子
で
参
加
し
た
小
学
一

年
生
は
「
夏
休
み
に
チ
ョ
ウ
を
見

に
来
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
た
。 

 

昨
年
は
発
生
数
が
少
な
く
、
今

年
の
個
体
数
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。「
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
は
保
全
が
難

し
い
」
と
、
上
手
さ
ん
は
保
護
活

動
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。 

     

さ
ん
け
ん
が
深
入
山
で
保
護

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
ゴ
マ

シ
ジ
ミ
の
寄
主
ア
リ
の
調
査
が

１ 

   

も
健
在
で
あ
る
。
そ
こ
へ
展
望
台

が
設
け
ら
れ
、
同
じ
構
図
の
写
真

や
絵
が
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に

掲
載
さ
れ
、
押
し
も
押
さ
れ
も
せ

ぬ
三
段
峡
の
「
顔
」
に
な
っ
た
。 

 

三
段
滝
ほ
ど
観
光
上
の
扱
い

が
難
し
い
景
勝
は
な
い
。
峡
谷
と

同
名
の
た
め
、
こ
の
滝
の
み
が
名

所
と
思
わ
れ
が
ち
で
、
一
目
散
に 

 

     
 

                

六
月
十
一
日
、
特
定
非
営
利
活
動

法
人
・
日
本
チ
ョ
ウ
類
保
全
協
会

の
中
村
康
弘
事
務
局
長
の
指
導

１ 

   

目
指
し
て
歩
く
と
、
三
段
峡
の
本

当
の
魅
力
を
見
失
う
。
雄
で
あ
る

事
実
が
ゆ
え
の
ジ
レ
ン
マ
だ
。 

   

南
峰
の
命
名
で
あ
る
の
は
こ

れ
ま
で
に
も
述
べ
た
。
集
水
域
全

体
の
山
や
川
を
中
国
の
「
三
峨
、

三
峡
」
に
見
立
て
、「
三
段
」
と 

 

    

奥
三
段
峡
ツ
ア
ー
の
可
能
性

を
探
る
調
査
を
六
月
二
十
日
、

沢
登
り
の
経
験
豊
か
な
、
さ
ん

け
ん
会
員
の
大
田
由
孝
さ
ん
と

村
上
友
香
さ
ん
に
よ
る
指
導
で

実
施
し
た
。 

さ
ん
け
ん
か
ら
は
四
人
が
参

加
し
た
。
冷
水
対
策
と
ヘ
ル
メ

ッ
ト
、
ハ
ー
ネ
ス
を
装
備
し
て

田
代
か
ら
入
峡
し
た
。
危
険
を

感
じ
る
場
所
が
数
か
所
あ
っ
た

が
、
安
全
対
策
を
学
び
な
が
ら
、

水
し
ぶ
き
を
浴
び
る
シ
ャ
ワ
ー 

 

で
実
施
さ
れ
た
。 

 

ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
ク
シ
ケ
ア
リ

に
運
ば
せ
る
方
法
で
巣
の
場
所

を
特
定
し
た
。
ア
リ
は
ゴ
マ
シ

ジ
ミ
の
幼
虫
を
巣
に
運
び
、
分

泌
さ
れ
る
甘
い
液
を
得
る
。
一 

    

い
う
モ
チ
ー
フ
の
遍
在
が
見
ら

れ
る
の
が
命
名
の
由
来
で
あ

る
。
三
段
滝
は
そ
の
中
心
に
構

え
て
い
る
が
、
三
段
峡
全
域
の

真
価
が
誤
解
さ
れ
ぬ
よ
う
、
分

か
り
や
す
く
解
説
し
、
後
世
へ

継
承
す
る
の
が
、
南
峰
が
私
た

ち
へ
残
し
た
宿
題
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。 

 

（
松
尾 

俊
孝
） 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
・
ル
ー
ト
な
ど
の

要
素
を
採
り
入
れ
な
が
ら
歩
い

た
。
「
安
全
確
保
が
で
き
る
と
恐

怖
心
も
和
ら
ぐ
」
と
瀬
尾
淳
副
理

事
長
。
岩
の
上
か
ら
渓
流
を
見
下

ろ
し
、
滝
つ
ぼ
を
泳
ぎ
、
滝
を
よ 

   

安
芸
太
田
町
の
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
素
材
調
査
が
六
月
十
四
日
、

恐
羅
漢
と
天
上
山
で
あ
っ
た
、
植

物
の
愛
好
家
で
あ
る
廿
日
市
市

在
住
の
折
井
さ
ん
夫
妻
が
案
内

し
、
六
人
の
さ
ん
け
ん
会
員
が
参

加
し
た
。 

旧
羅
漢
山
に
自
生
す
る
オ
オ

１ 方
、
ゴ
マ
シ
ジ
ミ
の
幼
虫
は
ア
リ

の
幼
虫
や
サ
ナ
ギ
を
食
べ
て
育

つ
。
特
異
な
生
態
の
た
め
減
少
が

速
く
、
保
全
が
急
が
れ
て
い
る
。 

     

じ
登
る
な
ど
多
彩
な
コ
ー
ス
を

楽
し
ん
だ
。 

 

本
宮
炎
理
事
長
は
「
奥
三
段
峡

は
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
感
た
っ
ぷ

り
。
安
全
管
理
を
徹
底
す
れ
ば
魅

力
あ
る
資
源
に
な
る
」
と
話
す
。 

   

ヤ
マ
レ
ン
ゲ
は
、
ハ
ス
の
花
に
似

た
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て

い
る
モ
ク
レ
ン
科
の
植
物
。
赤
い

風
鈴
の
よ
う
な
花
を
つ
け
る
サ

ラ
サ
ド
ウ
ダ
ン
な
ど
も
確
認
し

た
。
天
上
山
で
は
希
少
な
ラ
ン
と

小
さ
く
可
憐
な
イ
ナ
モ
リ
ソ
ウ

に
出
合
え
た
。 

三
段
峡
を
は
じ
め
安
芸
太
田

町
全
域
が
、
多
様
な
植
物
が
見
ら

れ
る
貴
重
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ

り
、
多
く
の
素
材
が
ま
だ
眠
っ
て

い
る
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

る
。
そ
の
熱
意
を
受
け
継

ぎ
、
今
に
残
さ
れ
た
三
段

峡
に
思
い
を
寄
せ
た
い
。

ホ
タ
ル
は
何
事
も
な
か
っ

た
か
の
よ
う
に
光
る
。 

峡谷の奥深さに感銘  
江口 健介さん 

  

地域の環境団体などを支援

し、課題解決を目指す一般社団

法人・環境パートナーシップ

会議の国内事業担当のリーダ 

ー。子供達へ今ある環境を手渡したい、と全国

を飛び回る。 

昨年、ＳＤＧｓ研修で事務局として三段峡を

訪れた。水の美しさに圧倒され、自然や歴史文

化に峡谷の奥深さを感じたと話す。「三段峡に

愛着を抱いて関わっている人も魅力」。その場

所でしかできない取り組みに誇りを持ち、流域

がつながる価値を広く発信してほしいと願い、

さんけん賛助会員として支える。   （炎） 

    （炎） 

 

南
峰
と
歩
く 
 

㉓ 

三
段
滝
（
さ
ん
だ
ん
だ
き
） 

■
真
価
の
継
承
が
宿
題 

■
雄
ゆ
え
の
ジ
レ
ン
マ 

 

三
段
峡
の
中
心
に
構
え
る
「
顔
」 

     
▼
ホ
、
ホ
、
ホ
タ
ル 

さ
ん
け
ん
新
聞 
 

今
年
も
ホ
タ
ル
が
舞
っ

た
。
昨
年
は
豪
雨
で
大
き

な
被
害
が
出
た
。
過
去
、
幾

度
と 

 

一口メモ 

度
と
な
く
甚
大
な
水
害
が

発
生
し
て
い
る
。
そ
の
都

度
、
地
元
民
が
家
財
を
投

げ
打
っ
て
探
勝
路
の
修
復

に
尽
力
し
た
歴
史
が
あ

る
。 

     

ビ
ス
ケ
ッ
ト
運
ば
せ
て
特
定 

恐
羅
漢 

天
上
山 

奥
三
段
峡
ツ
ア
ー
調
査 

   

「
あ
お
ぞ
ら
教
室
」
で
解
説

す
る
佐
久
間
智
子
専
門
員 

 

「あおぞら教室」「保護活動」で協賛 山の日イベント 

深入山の自然・環境保全ＰＲ 
 広島県「山の日」イベントが県内 15 カ所で開かれた 6 月 2

日、安芸太田会場の深入山には約 600人が集まった。さんけん

は「深入山あおぞら教室」と「ゴマシジミ保護活動」を開いて、

深入山の環境保全や生物の保護の重要性を伝えた。 

 

 

 

 

滝
つ
ぼ
泳
ぎ 

よ
じ
登
る 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
素
材
調
査 

ゴ
マ
シ
ジ
ミ
の
寄
主
ア
リ
の
巣 

深入山 

滝
を
登
る
調
査
参
加
者 

https://sanken-/

